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オンラインゲーム事業及びコミュニティ事業の整理 

並びに特別損失の発生に関するお知らせ 

 

当社は、2008年３月31日開催の取締役会において、当社連結子会社３社におけるオンラインゲーム事業及

びコミュニティ事業を整理することを決議し、モバイル事業に経営資源を集中していくことといたしましたので、

下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 事業整理に至った経緯 

当社グループは、今期、オンラインゲーム事業及びコミュニティ事業を新たな戦略的投資事業として立ち

上げ、来期より回収を行う時期と位置づけており、初のオンラインゲームタイトル「ペーパーマン」は、昨年より

韓国でのライセンスによる運営に続き、日本においても本年子会社でのテストサービスを開始致しました。し

かし市場環境の変化及び競争の激化等により、中国等の海外市場向けに予定しておりましたライセンス契約

締結の見通しが立たず、海外売上が計画を下回る見通しとなり、今後事業を拡大推進させていくためには一

層の資本の投下が必要な状況となりました。 

当社は 2008 年２月８日付で公表いたしておりますとおり、前期に引き続き、2008 年３月期におきましても営

業損失が計上される見通しであるため、来期における営業利益の黒字化を経営上の最優先課題と捉え、子

会社３社にて行ってきたオンラインゲーム事業及びコミュニティ事業を一旦整理し、創業以来経験とノウハウ

を積み重ねてきたモバイル事業にまず経営資源を集中させ、業績回復へ向けた経営基盤の強化を図ること

といたしました。 

なお、下記の子会社３社につきましては、事業の停止のみ行い、会社法人の存続については、事業整理

の過程で検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

２． 当該オンライゲーム事業及びコミュニティ事業関連会社の概要 

商 号 株式会社サイカンゲームズ （Cykan Games Co., Ltd.） 

代 表 者 代表取締役 丹波利隆 

所 在 地 東京都千代田区神田小川町１-３-１ 

設 立 年 月 2007 年７月 

主な事業の内容 オンラインゲームの国内及び海外におけるサービス・開発 

決 算 期 ３月 

資 本 金 200 百万円 

株 主 構 成 コムシード株式会社100％ 

 

商 号 株式会社セカンドファクトリー（Second Factory Co., Ltd.） 

代 表 者 代表取締役 前川浩史 

所 在 地 東京都千代田区神田小川町１-３-１ 

設 立 年 月 2007 年８月 

主な事業の内容 メディア事業、カフェ事業、企画商品制作・販売事業 

決 算 期 ３月 

資 本 金 75 百万円 

株 主 構 成 コムシード株式会社100％ 

 

商 号 Cykan Games Korea Co., Ltd. 

代 表 者 李成煥（Lee Sung-Hwan、リ ソンファン） 

所 在 地 620-２ Shingu Bldg, Shinsa-dong, Gangnam-gu, Seoul, Korea. 

設 立 年 月 2007 年10 月 

主な事業の内容 
新規オンラインゲームの企画開発・プロデュース 

海外オンラインゲームタイトルの開拓・版権取得・販売展開 

決 算 期 12 月 

資 本 金 5,000 万ウォン 

株 主 構 成 株式会社サイカンゲームズ 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３． 本件に係わる特別損失の発生について 

（１）特別損失の内容 

今般の事業の整理により、今期（2008 年３月期）において株式会社サイカンゲームズの固定資産につ

いて313百万円の減損損失と、株式会社セカンドファクトリーの固定資産についても66百万円の減損損

失を特別損失として計上する予定であります。 

        当社におきましては、子会社の固定資産の減損処理により財務内容の悪化が見込まれることから、子

会社に対する貸付金に対し貸倒引当金繰入額390百万円、所有株式の減損処理による関係会社株式評

価損550 百万円、事業整理を前提に関係会社事業整理損失引当金繰入額100 百万円を特別損失として

計上する予定であります。 

 

（２）特別損失の内訳 

区 分 予定金額 内 訳 

連 結 479 百万円  
減損損失379 百万円、 

関係会社事業整理損失引当金繰入額100 百万円 

個 別 1,040 百万円  
貸倒引当金繰入額390 百万円、関係会社株式評価損550 百万円 

関係会社事業整理損失引当金繰入額100 百万円、 

 

（３）業績に与える影響 

    本件、特別損失の発生に伴う今期業績に与える影響につきましては、現在精査中であり、判明次第

公表いたします。 

 

（参考）2008 年２月８日開示の 2008 年３月期業績予想 （百万円）

区 分 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

連 結 1,430   △560   △545    △485   

個 別 1,410   △80   △60    △70   

     ＊ 上記発生予定の特別損失額は反映しておりません。 

 

４． 子会社代表者の変更 

今回の事業整理に伴い、本日付をもって、子会社代表取締役が変更となりますので、下記の通りお知ら

せいたします。 

（１）株式会社サイカンゲームズ 

現 任 丹波 利隆  

新 任 石井 博規 （当社代表取締役社長） 

 

（２）株式会社セカンドファクトリー 

現 任 前川 浩史 

新 任 石井 博規 （当社代表取締役社長） 

 

 

 



 

５． 今後の展開 

 今回の事業整理により、子会社事業所閉鎖、従業員の退職スキームの遂行を予定しておりますが、これ

により来期は、今期、子会社各社において発生していた人件費、地代家賃、販売費及び一般管理費等、

約 430 百万円の連結固定費用の削減を見込んでおります。また単体ベースでも、支払報酬、役員報酬の

削減等をはじめとした固定費削減に着手することで、約80百万円の削減を見込んでおります。これらの収

益改善の取り組みに加え、当社の主軸であるモバイル事業の企画・開発力を再強化し、事業収益の安定

化を図ることで、確実に来期の黒字化を実現できる体制を構築してまいります。 

また新規事業についても、モバイル事業とシナジーを図れる領域の開拓を進めており、経営資源を投

入していく計画であります。その方向性としては、パチンコ・パチスロファン向けコンテンツの多様化、ゲー

ムなどエンタテインメント系新規コンテンツの開拓などを視野に入れております。そのために、自社による

開発力の強化に加え、シナジーのとれるパートナーとも積極的に提携していく予定です。 

 なお今回の事業の整理に伴い、来期以降の中期計画についても見直しを進め、決定次第お知らせする

予定です。 

 

（参考）モバイル事業の業績推移 （百万円）

区 分 売上高 営業利益 

2006 年３月期 942        49       

2007 年３月期 1,391        96       

2008 年３月期第３四半期 （＊） 967        232       

      ＊ 2007 年３月期までは、モバイル事業の単一セグメントのため管理部門（消去または全社）にかかわる

営業損益をセグメント内に含めておりましたが、2008 年３月期からはオンラインゲーム事業及びコミュ

ニティ事業が加わったことにより、セグメント区分を３事業区分としたため、セグメント別業績には、管

理部門（消去または全社）にかかわる営業損益は含まれておりません。 

 

以 上 


